
PHR協会 IHMS委員会議事録（案）
日時：2017年9月22日（木） 15:00 – 17:00　場所：フクダ電子会議室　＋　Web会議
出席者：　鈴木淳夫、藤井田、森口　記
Web側：毛利（淳風会）、村山（京都工場）、大林、細羽、（順不同・敬称略）
１． 議事（以下、鈴木司会）
（1） 8月24日の議事録案を確認した（全員）。
（2） 事務局（森口）からの連絡・報告事項：

a. 8月31日にPHR協会として内閣府を訪問し「データヘルス改革」（「データヘルス計画」ではない）に関する質問をした結果について、報告があった。
「データヘルス改革」で計画中の「PHR」（平成32年度リリース予定）は、匿名化された個人健康データを医学研究に活用するもので、PHR協会が議論している、個人IDにより個人健康情報を本人及び本人が同意した相手に開示・活用して個人の健康管理に役立てる仕組みではないことが理解された。
内閣府より、PHR協会の依頼に基づき、11月22日の神戸ないし、来年2月頃のPHR協会の企画する講演会に講師として出席し、国の状況を説明することは可能であるとの言をいただいた。
b. 15日・16日に群馬で関東産業衛生学会に森口が出席し、両立支援に関する群馬県の状況の説明があった。
c．11月22日の神戸での「拡大推進委員会」には、下記を計画しているとの報告があった。
Ａ．話題提供
・ワールド健保常務理事　横山仁様：
話題案：個人健康情報データベース運用の10年の課題とPHR協会への期待
注：HSS（ヘルスサポートシステム）：
健保組合員本人と被扶養者の両個人健康情報データベースの本人　からの参照・健康管理と健康保険業務・安全衛生業務の支援システム
・JIPDEC　情報マネジメント推進センター　前センター長 高取敏男 様
話題案：PHRスキームオーナとしての協会の果たすべき役割
・PHRの定義と評価軸（Rating）：安藤理事
話題案：PHRのレベル分け・評価軸（Rating）について　
Ｂ．討議「：PHR協会の今後の活動プランの確立」
Ｃ．京都工場保健会の人間ドック施設見学（17時～30分程度：会議室のすぐそば）
（3） 統合健診システムの動作確認結果の確認事項について
1 大林から提出され、毛利対応分、村山対応分（本日、現地にて確認）　を確認中

2 織田分　について、織田先生に確認していただく手段を検討する。（大林）
3 ＭＦＥＲ　ＣＤＡについて、佐藤（フクダ）・大林で議論し、以降、佐藤の側から疑問点を。
大林宛連絡する。（できる限り、議論は公開する。）
（4） 今後のIHMS委員会の検討課題について。
11月22日を皮切りに「テーマ：PHR協会の今後の活動プランの確立についての議論を開始する。
IHMS委員会は今後、その詳細を議論する場としたい。（事務局）
→　全員賛成

次回は、10月23日（月)15時～17時　　場所：フクダ電子会議室　＋　Web会議
今後、フクダ電子会議室は工事のため使用が厳しくなる。
―以上―

